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１年部”Where there is a will, there is a way.”より 

 高校１年生としての生活があっという間に半分過ぎてしまいました！ 

・文理選択の決定 

 この記事を読んでいる時には、個人の文理選択は終了しているかもしれませんが、文

理ならびにＡＳコースのそれぞれでの教育課程の再確認はできましたか？進路目標と

コースの選択は一致していますか？自分が希望とする進路先の個別試験科目がちゃん

と今後学べますか？ 

・定期考査を GTZ にあてはめて考える。 

 中間考査もこれを読む時点では終了していると思いますが、達成感はどの位だったで

しょうか？９月１２日の ASI では中間考査での得点をベネッセのＧＴＺに換算してく

れる相関表を利用し、自分の希望する大学のＧＴＺを見て、どれくらいの点数をとらな

ければならないのかを調べ、中間考査の計画を立てるという作業を行いました。中間考

査が終わり、答案も返却されていたなら、設定した目標と比較し、到達状況の確認、今

後の苦手分野の克服に努力していきましょう。定期考査のやり直し、非常に重要です。

そしてその先につながるもの、１０月２８日（土）の進研記述模試です！ 

 

２年部より 

９／１９（火）に総学の小論文学習に先駆け、小論文講演会を実施しました。講師とし

てベネッセの九州・沖縄地区を統括されている中島大輔氏をお迎えし、お話を伺いまし

た。作文と小論文の違いに始まり、小論文入試の状況、出題形式などを、分かりやすく

お伝えいただきました。（途中で行われた問題演習への２年生の回答に非常に感心され

ておられました。）毎年３年生が推薦や一般入試で挑む小論文。指導する我々も苦労する

のが、小論文入試で何が求められているのか、分かっていない生徒です。配布された資

料の１枚目に印刷されているスライドの 2・4・８番は頭の中に是非叩き込んでおいて

もらいたいものです。特に２番の『小論文とは、「自分の意見」を「論拠」を示して論理

的に説明し、相手を「説得する」文章』というところですね。そして 4 番の「その学部

を志す者としての立場から書くことが重要」この二つが核心と言っていいでしょう。そ

して、結論は始めに持ってくる。この形式は面接でも役に立つことだと思います。これ

から小論文演習、志望理由書演習と、自分の中にあるものをアウトプットしていくこと

が増えますが、その経験を積む中で、自分の進路意識をより明確に築き上げてもらいた

いと思います。 

     センター試験へ向けて、あと３ヶ月！！     文責 高木 直子 

 

 

 

 

９月の３年生の動き 

９月７日（木）ＬＨＲ センター試験申込書説明会 

～検定料を支払い、検定料受付証明書を保管～ 

 ３教科以上 18,000 円、２教科以下 12,000 円 

９月 19 日（火）総学 センター試験願書清書、検定料受付証明書を添付 

９月 27 日(水) 出願済 

１２月 13 日（水）までに受験票が、学校に届く。   センター試験まであと３１日

～センター試験前、最後の授業で書いた、後輩達へのアドバイス～

  

 

 

10 月５日（木）センター試験 100 日前集会。10 月８日（日）から、５週連続で

模試があります。模試の復習を仕上げて、次の模試に挑戦しよう。 

やはり、 

授業が一番。 

公務員採用試験は９月から毎週末が本番の一次試験続行中。10/15 天草市・天草広域連合、熊本県警一次試験。 

10/5 国家一般・税務の一次試験合格発表後、二次試験がスタート。10/15 の一次試験と、二次試験の面接の準備

を両立させる意識を持ちましょう。新聞スクラップ、ＨＰの確認、模試・今までの採用試験問題・問題集を完璧に！ 

定期考査へ向けて授業の復習する 

ことが、受験勉強 

授業でわかったことを、１人で

「できる。」にする。ココが伸びる

ポイント！ 

一冊を繰り返すこと。 

ちょっと一言 

 ９月～１１月は１学期までに比べると行事が少なく、学習、部活動に加え、自分のやり

たいことがたくさんできます。ここでコツコツ取り組んでおくことで、忙しい３学期を安

心して迎える準備をしましょう。手帳を活用して先の見通しを立て、毎日を大切に。 



 


